
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業改善の視点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
  
  

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

主体的・対話的で深 

い学びの実現に向け 
て 

児童生徒に求められる資質・能力を育成することを目指した授業改善の取
組は、これまでも多くの実践が重ねられている。主体的・対話的で深い学び
の実現に向けた授業改善を行うことは、今まで取り組まれてきた実践の上に、児
童生徒に求められる資質・能力をはぐくむために、児童生徒や学校の実態、
指導の内容に応じ、「主体的な学び」、「対話的な学び」、「深い学び」の
視点から授業改善を図るものである。授業の方法や技術の改善のみを意図す
るものではない。 

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の具体的な内容につい
ては、以下の三つの視点に立った授業改善を行うことである。教科等の特質
を踏まえ、具体的な学習内容や児童生徒の状況等に応じて、これらの視点の
具体的な内容を手掛かりに、質の高い学びを実現し、学習内容を深く理解し、
資質・能力を身に付け、生涯にわたって能動的に学び続けるようにすること
が求められている。 
 
主体的な学び 
学ぶことに興味や関心をもち、自己のキャリア形成の方向性と関連付けな

がら、見通しをもって粘り強く取り組み、自己の学習活動を振り返って次に
つなげる「主体的な学び」が実現できているかという視点 
 

対話的な学び 
子供同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え方を手掛かりに

考えること等を通じ、自己の考えを広げ深める「対話的な学び」が実現でき
ているかという視点 
 

深い学び 
習得・活用・探究という学びの過程の中で、各教科等の特質に応じた「見方・

考え方」を働かせながら、知識を相互に関連付けてより深く理解したり、情報を
精査して考えを形成したり、問題を見いだして解決策を考えたり、思いや考えを
基に創造したりすることに向かう「深い学び」が実現できているかという視点 
 
 
主体的・対話的で深い学びは、必ずしも１単位時間の授業の中で全てが実

現されるものではなく、単元や題材等内容や時間のまとまりを見通して、例
えば、主体的に学習に取り組めるよう学習の見通しを立てたり学習したこと
を振り返ったりして自身の学びや変容を自覚できる場面をどこに設定する
か、対話によって自分の考え等を広げたり深めたりする場面をどこに設定す
るか、学びの深まりをつくりだすために、児童生徒が考える場面と教師が教
える場面をどのように組み立てるか、といった観点で授業改善を進めること
が重要となる。すなわち、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改
善を考えることは単元や題材等内容や時間のまとまりをどのように構成する
かというデザインを考えることに他ならない。 

主体的・対話的で深い学びの実現を目指して授業改善を進めるに当たり、
特に「深い学び」の視点に関して、各教科等の学びの深まりの鍵となるのが
「見方・考え方」である。各教科等の特質に応じた物事を捉える視点や考え
方である「見方・考え方」は、新しい知識及び技能を既にもっている知識及
び技能と結び付けながら社会の中で生きて働くものとして習得したり、思考
力、判断力、表現力等を豊かなものとしたり、社会や世界にどのように関わ
るかの視座を形成したりするために重要なものであり、習得・活用・探究と
いう学びの過程の中で働かせることを通じて、より質の高い深い学びにつな
げることが重要である。 

２ 教科・領域等の指導における基本的な考え方 

(4) 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善① 

 

Ⅳ 学校教育の内容と

基本的な考え方 



  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「令和の日本型学校
教育」の構築を目指
して 
 
 
 
 
 
 
【個別最適な学び】 
 
 
 
【協働的な学び】 

なお、各教科等の解説において示されている各教科等の特質に応じた「見方・
考え方」は、当該教科等における主要なものであり、「深い学び」の視点からは、
それらの「見方・考え方」を踏まえながら、学習内容等に応じて柔軟に考えるこ
とが重要である。 

また、思考・判断・表現の過程には、 
・物事の中から問題を見いだし、その問題を定義し解決の方向性を決定し、解
決方法を探して計画を立て、結果を予測しながら実行し、振り返って次の問
題発見・解決につなげていく過程 

・精査した情報を基に自分の考えを形成し表現したり、目的や状況等に応じて
互いの考えを伝え合い、多様な考えを理解したり、集団としての考えを形成
したりしていく過程 

・思いや考えを基に構想し、意味や価値を創造していく過程 
の大きく三つがあると考えられる。 
各教科等の特質に応じて、こうした学習の過程を重視して、具体的な学習内容、

単元や題材の構成や学習の場面等に応じた方法について研究を重ね、ふさわしい
方法を選択しながら、工夫して実践できるようにすることが重要である。 
各教科等において行われる学習活動をさらに改善・充実させ、学びの質を高め

る授業改善の取組は、既に多くの実践が積み重ねられてきている。具体的な授業
の在り方は、児童生徒の発達の段階や学習課題等により様々である。単元や題材
など内容や時間のまとまりを見通した学習を行うに当たり基礎となるような、基
礎的・基本的な知識及び技能の習得に課題が見られる場合には、それを身に付け
させるために、児童生徒の学びを深めたり主体性を引き出したりといった工夫を
重ねながら、確実な習得を図ることが求められる。児童生徒の実際の状況を踏ま
えながら、資質・能力を育成するために多様な学習活動を組み合わせて授業を組
み立てていくことが重要であり、例えば高度な社会課題の解決だけを目指した
り、そのための討論や対話といった学習活動を行ったりすることのみが主体的・
対話的で深い学びではない点に留意が必要である。 
 
社会の変化が加速度を増し、複雑で予測困難となってきている中、児童生徒の

資質・能力を確実に育成する必要があり、そのためには、学習指導要領の着実な
実施が重要である。その上で、2020年代を通じて実現を目指す学校教育を「令和
の日本型学校教育」とし、「全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学
びと、協働的な学び」を一体的に実現することを目指していく必要がある。 
そのためにも、教師は児童生徒を支える伴走者となり、ＩＣＴを活用しながら、

「個別最適な学び」と「協働的な学び」を充実し、児童生徒の資質・能力を育成
することが求められる。 
 

「指導の個別化」と「学習の個性化」を教師視点から整理した概念が「個に応
じた指導」であり、この「個に応じた指導」を学習者視点から整理した概念が「個
別最適な学び」である。 
  
 探究的な学習や体験活動などを通じ、児童生徒同士で、あるいは地域の方々を
はじめ多様な他者と協働しながら、あらゆる他者を価値のある存在として尊重
し、様々な社会的な変化を乗り越え、持続可能な社会の創り手となることができ
るよう、必要な資質・能力を育成することである。 
 

学校における授業づくりに当たっては、「個別最適な学び」と「協働的な学び」
の要素が組み合わさって実現されていくことが多いと考えられる。各学校におい
ては、教科等の特質に応じ、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に
充実し、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善につなげていくこと
が必要である。 

《参考資料》 

□「令和の日本型学校教育」の構築を目指して 

～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～（答申） 

（中央教育審議会  令和３年１月） 


